













MODERN CITY OSAKA OF NAGAYA 
-TO THE FORMATION OF “MODERN NAGAYA” FROM URBAN PLANNNING TO SEEK- 
 
藤原玄明 
Tsuneaki FUJIWARA  




I reconsider Nagaya construction in modern Osaka in this study. I will clarify how Machiya and Nagaya, 
Japanese traditional urban houses, developed and spread out, viewing modern Osaka, where new towns were 
going produced one after another, formed by Nagaya, in historic continuity. 



























































































































図2 枡屋町 町屋敷内部の住居配置 グレーで示した部
分は表長屋(宮本雅明「7・6 大坂の町」『図集 日










































































































































 図 5 は、昭和 4 年(1929)貸家建築に関する展覧会に応



















図5 昭和 4年(1929)貸家建築に関する展覧会 1等案平面
図(日本建築協会『建築と社会』Vol.12 No.8 1929.8) 
 
（４）近代アジアとの関係性－里弄と近代長屋― 


































建築高さ 2 階以下 道路又は通路幅
員の 2 倍以下 
路地幅 最小 2.4～3m 9 尺(2.7m)以上 
窓面積 床面積の 1/10 床面積の 1/5 
空き地面積 敷地面積の 5/12 敷地面積の 1/4 
天井高 2.4m 以上 7 尺(2.1m)以上 





















事は昭和 3 年(1928)6 月に竣工している。同 4 年(1929)3
月 11 日付で換地処分の認可を受け、同 5 年(1930)6 月 5
日付で地番改正が実施され、同 6 年(1931)2 月 16 日付を
もって組合は解散した。区画整理の設計は、庚申街道(村
道)の苗代田停留所(南海鉄道平野線)を基準点に東西方向
(街区の長辺方向)は 60 間ごとに幅員 3 間の道路を、南北
方向(街区の短辺方向)は 41 間ごとに幅員 3 間の道路を配
置している。街区の南北方向(街区短辺方向)の中央に幅



























 ③の敷地に対する配置図が図 10 である。敷地を南北
に 2 分して背中合わせに 3 尺の汲み取り路地を介して開





















各戸は、間口 2.5 間(4880mm)×奥行 11 間(20105mm)で、
建築面積 20 坪、延坪 33.5 坪となっている。延坪 33.5 坪
は、長屋としてはかなり大きな規模である。この街区は、
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